
桐
生
市
桐
生
新
町
（
製
織
町
）

所
在
地

群
馬
県
桐
生
市
本
町
一
丁
目
及
び
二

丁
目
の
全
域
並
び
に
天
神
町
一
丁
目

の
一
部

種
別

製
織
町

条
例
制
定
年
月
日

平
成
二
〇
年
九
月
二
九
日

選
定
年
月
日

平
成
二
四
年
七
月
九
日

地
区
面
積

約
一
三
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

保
存
物
件
数

建
築
物

一
七
七
件

工
作
物

一
七
三
件

環
境
物
件

八
件

【
地
区
の
歴
史
】

正
平
五
年
（
一
三
五
〇
）
、
桐
生
国
綱
が
柄
杓
山
城
を
築
き

ま
す
。
こ
の
城
は
重
伝
建
地
区
よ
り
ず
っ
と
北
部
に
あ
り
、
元

亀
四
年
（
一
五
七
三
）
の
桐
生
氏
滅
亡
を
経
て
、
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
徳
川
家
康
領
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
廃
城
と
な
り

ま
し
た
。
翌
天
正
十
九
年
、
家
康
の
命
で
大
久
保
長
安
の
手
代

大
野
八
右
衛
門
に
よ
り
、
新
た
に
町
立
て
が
始
ま
り
、
在
郷
町

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
重
伝
建
地
区
を
含
む
現

在
の
本
町
で
す
。

地
区
の
北
端
に
天
満
宮
を
遷
座
し
、
こ
こ
を
起
点
と
し
て
南

北
に
幅
約
五
間
（
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
道
を
造
り
、
そ
の
両
脇

に
間
口
六
～
七
間
、
奥
行
き
四
十
間
と
い
う
短
冊
状
の
敷
地
割

り
が
施
さ
れ
、
近
村
か
ら
の
入
植
者
を
募
り
住
ま
わ
せ
る
な

ど
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
条
報告
第６６号
平成２６年１１月

甲州市教育委員会
☎32‐5097

本
年
度
の
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
の

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
と
担
当
者
研
修
会
が
、
十

月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
群
馬
県
桐
生
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

桐
生
市
は
群
馬
県
の
東
端
に
位
置
し
、
市
制
施
行
は
大

正
十
年
と
大
変
古
い
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
七

年
に
新
里
村
・
黒
保
根
村
を
編
入
し
新
市
と
な
り
ま
し
た

が
、
も
と
の
桐
生
市
と
新
里
・
黒
保
根
の
両
村
の
間
に
「
み

ど
り
市
」
が
誕
生
し
た
た
め
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
「
飛

び
地
合
併
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

桐
生
と
い
え
ば
織
物
の
ま
ち
で
す
。『
続
日
本
紀
』
に
は

和
銅
七
年
（
七
一
四
）
に
「
あ
し
ぎ
ぬ
」
を
朝
廷
に
納
め

た
と
の
記
録
が
あ
り
、
今
年
は
一
三
〇
〇
年
に
当
た
る
た

め
、
市
を
あ
げ
て
広
報
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

重
伝
建
地
区
の
桐
生
新
町
は
、
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
の
北
側
に

所
在
し
ま
す
。
天
満
宮
か
ら
南
へ
真
っ
直
ぐ
道
を
延
ば
し
、

計
画
的
な
地
割
で
桐
生
の
礎
を
つ
く
っ
た
場
所
で
、
現
在

は
本
町
一
丁
目
か

ら
六
丁
目
ま
で
区

分
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
保
存
状
態
の

良
い
一
丁
目
と
二

丁
目
、
さ
ら
に
天

満
宮
の
境
内
が
重

伝
建
地
区
の
範
囲

と
な
り
ま
す
。

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
と
研
修
会

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
は
、
地
域
ご
と
に

六
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
毎
年
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
と
研
修
会

を
開
催
し
て
お
り
、
最
も
活
動
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。

十
月
二
十
二
日
の
午
後
二
時
か
ら
会
議
が
始
ま
り
、
そ
の
後

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
ま
ず
桐
生
市
の
担
当
か

ら
「
桐
生
新
町
重
伝
建
地
区
に
て
発
生
し
た
火
災
の
報
告
」
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
本
年
八
月
に
重
伝
建
地
区
内
で
住
宅
火

災
が
発
生
し
、
一
棟
が
全
焼
し
た
も
の
の
延
焼
に
よ
る
被
害
は

な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

続
い
て
基
調
講
演
で
は
、
早
稲
田
大
学
の
長
谷
見
教
授
か
ら

「
伝
統
的
建
造
物
・
伝
建
地
区
の
火
災
と
そ
の
対
策
」
、
小
山

工
業
高
等
専
門
学
校
の
横
内
先
生
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
と
ヒ
ト

づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
先
生
と
も

桐
生
新
町
の
調
査
な
ど
を
通
じ
て
地
区
の
こ
と
を
熟
知
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
重
伝
建
地
区
と
の
比
較
や
、
協
力
体

制
の
構
築
な
ど
の
作
業
を
通
じ
て
、
地
区
の
活
性
化
と
防
災
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

翌
二
十
三
日
は
重
伝
建
地

区
の
視
察
研
修
で
す
。
ま
ず

地
区
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
低
速
電
動
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
重
伝
建

地
区
に
移
動
し
、
担
当
者
の

案
内
で
視
察
を
し
ま
し
た
。

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
担
当
者
研
修
会

群
馬
県
桐
生
市
・
桐
生
新
町

伝建地区内ではありませんが、「桐生明治
館」という洋風の重要文化財。甘草屋敷を
整備する際、その活用方法を参考にするた
め、3 度ほど見学したことがあります。

街中を走る低速電動コミュニティバス。



景
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

と
い
う
印
象
で
す
。

し
か
し
活
用
は
、
ノ
コ
ギ

リ
屋
根
工
場
や
レ
ン
ガ
蔵
な

ど
、
近
代
化
に
伴
い
建
設
さ

れ
た
建
物
で
進
ん
で
お
り
、

マ
ス
コ
ミ
や
雑
誌
な
ど
に
も

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

視
察
研
修
終
了
後
、
同
じ
群
馬
県
内
で
前
か
ら
行
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
所
へ
向
か
い
ま
し
た
。
中
之
条
町
の
「
六
合

（
く
に
）
赤
岩
」
と
い
う
重
伝
建
地
区
で
す
。
こ
こ
は
、
上
条

と
同
様
に
山
村
・
養
蚕
集
落
で
す
。

中
之
条
町
は
、
渋
川
市
か
ら
西
進
す
る
と
す
ぐ
に
町
内
に
入

り
ま
す
が
、
六
合
赤
岩
は
さ
ら
に
西
進
し
、
草
津
温
泉
の
手
前

付
近
に
所
在
し
ま
す
。
今
年
六
月
に
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業

遺
産
群
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
が
、
暫
定
リ
ス
ト

に
は
構
成
資
産
と
し
て
重
伝
建
地
区
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。

中
之
条
町
六
合
赤
岩
（
山
村
・
養
蚕
集
落
）

所
在
地

群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
赤
岩

種
別

山
村
・
養
蚕
集
落

条
例
制
定
年
月
日

平
成
二
二
年
三
月
二
八
日

※
旧
六
合
村
が
中
之
条
町
に
併
合
さ
れ
た
日

選
定
年
月
日

平
成
一
八
年
七
月
五
日

地
区
面
積

六
三
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

保
存
物
件
数

建
築
物

六
七
件

工
作
物

一
一
七
件

環
境
物
件

九
件

【
保
存
地
区
の
特
徴
】

地
区
内
に
は
約
四
〇
〇
棟

の
建
物
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

約
六
割
が
昭
和
初
期
ま
で
に

建
て
ら
れ
た
建
物
で
す
。

本
町
通
り
に
面
す
る
建
物

は
、
主
に
切
妻
造
・
平
入
り

が
多
く
、
寄
棟
造
な
ど
も
み

ら
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
建

物
が
通
り
側
に
下
屋
を
設
け
、
通
り
側
が
店
舗
、
後
ろ
側
が
居

住
部
と
い
う
形
態
を
と
り
ま
す
。

桐
生
の
織
物
工
場
と
い
え
ば
、
有
名
な
の
が
地
図
の
記
号
に

も
な
っ
て
い
る
「
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
」
で
す
。
鋸
歯
状
の
屋

根
の
北
側
に
窓
を
設
け
、
直
射
で
な
い
光
を
工
場
内
に
入
れ
る

こ
と
で
、
繊
細
な
織
物
の
作
業
や
色
調
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま

し
た
。
保
存
地
区
内
に
工
場
は
少
な
い
も
の
の
、
本
町
通
り
に

面
し
て
は
造
ら
れ
ず
、
通
り
の
奥
に
建
ち
ま
す
。

【
建
物
の
整
備
と
活
用
】

重
伝
建
に
選
定
さ
れ
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
と
、
東
日
本
大

震
災
で
屋
根
な
ど
が
被
災
し
た
こ
と
、
本
年
二
月
の
大
雪
で
も

庇
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
理
由
で
、
根
本
的
な
修
理
や
修

代表的な町並み景観。

レンガ蔵「有隣館」（旧矢野蔵群）。 天満宮まで真っ直ぐな本町通り。

【
保
存
地
区
の
概
要
】

赤
岩
地
区
は
南
北
に
流
れ
る
白
砂
川
が
形
成
下
河
岸
段
丘

上
に
あ
り
、
集
落
の
標
高
は
六
九
〇
～
七
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
測

り
ま
す
。
山
仕
事
だ
け
で
は
生
活
で
き
な
い
の
で
、
副
業
と
し

て
の
養
蚕
が
主
産
業
と
し
て
発
達
し
た
集
落
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
時
期
は
幕
末
に
近
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

主
屋
は
幕
末
以
降
の
建
築
が
多
く
、
そ
の
後
に
建
て
ら
れ
た

も
の
も
伝
統
的
な
デ
バ
リ
（
出
梁
）
形
式
を
と
り
、
正
面
の
二

階
部
を
前
に
張
り
出
し
て
い
ま
す
。
修
理
事
業
で
、
正
面
の
建

具
を
木
製
ガ
ラ
ス
戸
に
変
更
し
た
主
屋
が
増
え
て
い
ま
す
。

上
条
と
同
様
、
大
き
な
主
屋
に
豊
富
な
附
属
屋
の
屋
敷
構
え

で
す
が
、
雰
囲
気
は
笛
吹
市
の
上
芦
川
地
区
に
似
て
い
ま
す
。

同じデバリでも、妻側に付けるものもあります。

主屋のデバリ。養蚕作業のためでしょう。 集落の俯瞰。通りの両側に屋敷が並びます。

通りの風景。火の見櫓も工作物として保存。

大谷石造のノコギリ屋根工場。


